












彰義隊の庇護、上野戦争、奥羽潜 を経て、奥羽越列藩同盟の盟主となったが、最後は降伏した。この中で、法親王 新政府に対する対決姿勢が最も強く表れたのは、同盟の盟主になってから 時期であることは、はっきりとした事実である。
しかし、 法親王が同盟内において具体的にどのような役割を担っていたかとなると、







新政府に不満を抱くようになり、東叡山に戻った後は、彰義隊を庇護して敵対する状況となった。同時に閏四月頃から、会津藩や仙台藩などに令旨を送り加勢を求めている。これらの藩は奥羽越列藩同盟を結成して新政府軍と戦うが、この時期から両者が結びつくようになっていったのである。やがて 五月一五日の上野戦争によって法親王は側近の僧達と共に同寺を脱出した。江戸の寺院を転々 し 、新政府軍から逃れるため、五月二一日には旧幕府軍の艦船を利用して奥羽へ逃れることを決めた。そのために、艦隊の責任者である榎本武揚と接触 開始 、その同意を得た後、一行は二五日艦隊 乗 して江戸を後 した。そして、二八日には平潟へ到着 、六月会津若松へと着いている。
その後法親王は、六月一八日まで同地に滞在した。なお、この間に法親王は同盟の

















































































































































いいことに勝手に振舞っているという言い方がされており、その打倒を説いている。注目すべき点は、法親王が立ち上がったのは、天皇を助けるためという内容である。このことは閏四月に出された令旨において既に言及されていた。つまり、法親王に天皇、 もしく それに相当する地位につく行為を実行する気があったとは考えられな 。　　
一〇日には公議府から法親王の奥羽動座に関する内容の布告文が出された。（前略）素ヨリ宮様ニハ先帝ノ勅命ニテ出家入道シ玉ヒ、確乎タル御道心ニテ、
　




















構成されて た公議府であるとい 事実から、やはりこれが法親王及び同盟の真意であると断言できる この点に関する榎本の忠告は守られたといえ 。
さらに「東北朝廷」説の根拠とされる四つの史料についても、どのようにして出来










に動き、そしてどんな影響 与 たのかをみて く。
六月六日に会津に着いて以降、法親王は今後の方針 ついて協議を重ね続け、九日




















そこに法親王の権威が加わり、同盟の立場 強化され 同時 新政府軍の正当性を揺るがす とにつながるということである。また、法親王が軍事につい 拒否して る理由として僧侶であることを挙げ いるが、経験がないこと よる不安もあったと思われる。つまり、上野の東叡山にいたときも彰義隊を庇護していたが、五月一五日戦いの本番には関わらなかった。それは奥羽においても同様であると考えていたのではないだろうか。また、法親王の盟主就任 同盟統合のシンボル的な面 否定できないが、そこに軍事が入るか入らないかという問題 もいえ















さらに義観を通して出した内旨には より具体的に心中 述べて る。

































東叡山で彰義隊を庇護していた時のような公的な地位には既になく、非常時の軍事指導者としての面が現れたという点である。ま 、上野戦争 おいては戦 対 間接的な関わりしかなかったが 奥羽の戦争 は直接関わるよう なった も える。
しかし、結局は戦局を挽回するには至らなかった。九月に 、同盟を離脱して新政
府に寝返った米沢藩や、降伏を決めた 藩に対して戦いを継続するよう訴え が、入れられなか 。既に法親王の権威をもっ しても、限界であっ こ がわかる。最後には法親王も降伏を選んだ。
ところで、法親王はいったいどのような役割を同盟において担ったといえるのだろ



















法親王はかつて現天皇の祖父にあたる仁孝天皇から猶子とされたことからこのよ に名乗り、身内であることを強調するこ で自己 立場を訴え い こ がわか なお熾仁親王や嘉彰親王も同様の扱いを受けている。
しかし、法親王はただの皇族というだけではなかった。それは宮門跡という点であ
る。七月五日～九日の祈祷では同盟の勝利を祈り、 月九日・一〇日の令旨や布告文では僧侶であることをさかんに強調してい 二四日には米沢藩の世子亭で義観が演説しているが、その中で公現法親王の奥羽行きに至っ 事情に触れている。





















「駿府会談」について」 （安部猛・田村貞雄編『明治期日本の光と影』 、 二〇〇八年）を参照。（3）北白川宮能久親王御遺蹟保存会編 『能久親王御遺蹟建碑志』 （同会刊、 一九四〇年） 、森鴎外「能久親王事蹟」 （ 『鴎外全集』第三巻、 岩波書店、 一九七二年） 、 菅原信海「公現法親王略年譜」 （ 『日本仏教と神祇信仰 、春秋社、二〇〇七年）を参照。なお、「能久親王事蹟」の研究に村上祐紀「 「皇族」を書く
　『能久親王事蹟』論」 （森鴎
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